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西大滝ダム魚道構造検討のご紹介

１．西大滝ダム魚道の概要

２ 西大滝ダム魚道構造の検討２．西大滝ダム魚道構造の検討
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1-1 西大滝ダム魚道の概要1 1 西大滝ダム魚道の概要

 西大滝ダムは、信濃川の河口から遡ること

約160km 長野県に位置している

流量調整ゲート

約160km、長野県に位置している

（左岸：飯山市、右岸：野沢温泉村）

 魚道はダムの右岸側で、延長約190m、

勾配1/18、幅4.5m

 上流に流量調整ゲートを設置

幅4.5m

延長：190m

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16

勾配：1/18
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1-2 西大滝ダム魚道の沿革1 2 西大滝ダム魚道の沿革

S15 階段式魚道を設置

S17・23 水位変動に対応するために魚道を改造

S51 魚道の通水期間を、4/1～7/15および9/1～12/31と設定

S53～54 故西沢長野県知事が「千曲川をサケが遡上し 泳ぐような河川にしたい」S53～54 故西沢長野県知事が「千曲川をサケが遡上し、泳ぐような河川にしたい」
との構想を公表

S57 長野県知事から東京電力(株)社長への要請により、

長野県と東京電力(株)の双方の費用負担のもとに、

長野県の設計に基づく魚道改善を実施

S63 サケの遡上期の放流について 長野県と申し合わせを締結S63 サケの遡上期の放流について、長野県と申し合わせを締結

10月上旬～11月中旬の間、5m3/sを放流（うち0.26m3/sは魚道からの
放流）

H9 東京電力(株)の自主的な取り組みとして、通年、魚道から0.26m3/sを放流

H13 河川環境改善のための取り組みとして 国土交通省と覚書を締結し 試験

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16

H13 河川環境改善のための取り組みとして、国土交通省と覚書を締結し、試験
放流の取り組みを実施
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1-3 S57の改善（一例）1 3 S57の改善（ 例）

下流で折り返し、ダム直下が魚道の入口となるように改築

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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1-4 H13からの試験放流1 4 H13からの試験放流

増放流・増取水の取り組みにより、魚道近くのゲートから放流

m3/s
30

20
放

19.71

10

放
流
量

5.66
5.66

12.16

7.81

12.16

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16

0
9 10 11 125 6 7 81 2 3 4

0.26 0.26



２．西大滝ダム魚道構造の検討．西大滝ダム魚道構造 検討

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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2-1 西大滝ダム魚道構造検討会2 1 西大滝ダム魚道構造検討会

富所五郎先生を主査として、３回の検討会で検討を実施

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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2-2 西大滝ダム魚道構造の課題2 2 西大滝ダム魚道構造の課題

協議会提言での指摘を踏まえ、

「ダム下流部」「魚道本体」「上流ゲ ト」の課題を検討「ダム下流部」「魚道本体」「上流ゲート」の課題を検討

ダム下流部

魚道本体

上流ゲート流

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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2-3-1 ダム下流部の検討2 3 1 ダム下流部の検討

ダムからの放流試験を踏まえて検討し、ダムからの放流方法を改善

従来の放流

試験放流増水時の放流

放流方法の改善

90 3/ 程度まで ゲ ト全てを活用90m3/s程度まで、ゲート全てを活用

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16

魚道側の放流は一定に抑制
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2-3-1 ダム下流部の検討2 3 1 ダム下流部の検討
魚道近くのゲート放流を抑制することによって、流れを改善

従来の放流

放流方法の改善

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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2-3-1 ダム下流部の検討2 3 1 ダム下流部の検討
7門のゲートを活用することで、下流部の流れを改善

従来の放流
白波

放流方法の改善
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2-3-2 魚道本体の検討2 3 2 魚道本体の検討

１．水深が深い大型魚用の流れを設定

2．小型魚・底生魚用の流れの落差緩和2．小型魚 底生魚用の流れの落差緩和

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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2-3-2 魚道本体の検討2 3 2 魚道本体の検討

現地へ模型を設置し、流れの改善を確認現地へ模型を設置し、流れの改善を確認

模型の設置模型の設置

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16

大型魚用の流れ 小型魚・底生魚用の流れ
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2-3-3 上流ゲートの検討2 3 3 上流ゲ トの検討

１．水深が深い大型魚用の流れを設定

2．下流の嵩上げによる落差の緩和

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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2-3-3 上流ゲートの検討2 3 3 上流ゲ トの検討

現地へ模型を設置し、流れの改善を確認現地へ模型を設置し、流れの改善を確認

模型の設置模型の設置

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
従来の流れ 改善後
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その他の改善事項（一例）その他の改善事項（ 例）

魚道上流へ塵芥流入防止を設置

塵芥流入防止の設置

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16
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以 上以 上

無断複製 転載禁止 東京電力株式会社 H23.2.16


